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日本外科賓画第七巻

原著穂目次

南側開胸術＝臨用セラルベキ補助呼吸装置＝闘スル賓験的研究ー胸ば外

科＝於ケル新呼吸装置ノ提出 由茅二五四（ 1) 

腔縫合並＝移植ノ手術成韻ガ訟腿附麗筋＝及ボス影響＝闘スル質験的研

究 中野岩吉（ 27) 

試験管内特殊喰菌現象＝釦スル肉腫ノ「イムベヂン」作用 青 柳 安 誠（ 45) 

ウエスターグレン氏法＝依Jv本邦健康人赤血球沈降速度ノ基準。特＝血

液型トノ関係＝就イテ 寺本太郎市 (149〕

普通加熱「ワクチン」ハ莞疫阻止物質ヲ含有スルヤ降研製「コレラワク

チン」ノ含有スル「イムペヂン］ノ立讃

最大喰菌作用i躍進＝必要ナル家鶏粘液肉腫液煮沸時間

官官叉平（106)

青柳安誠 (175)

最大喰菌作用催準＝必要ナル紡錘形細胞人肉腫組織煮沸時間

青柳安誠 (184)

雨側開胸術＝－~用セラルベキ補助呼吸装置＝閲スル賢験的研究、胸腔外

科＝於ケル新呼吸装置ノ提出 由茅二五四（193)

慢性縁故梓菌性大腸炎＝於ケル経口菟疫附錦膿梓菌自家「コクチゲン」

内m~治助成績 中川三郎（219)

柴養ノ骨折治癒＝及ボス影響ノ賢r,~，的研究

第一報 「ピタミン」 C比較酌快乏飼料ヲ以テ飼養シタル？荷額ノ骨折治

癒＝就テ 阿部健三郎（226)

柴養ノ骨折治癒＝及ボス影響ノ賢験的研究

第二報異VJv飼料ヲ以テ短期間飼養シタル幼若「ラツテ」ノ骨折冶

癒＝就テ

第三報異νル飼料ヲ以テ長期間前養シタル成熟「ラツテ」ノ骨折治癒

＝就テ 阿部健三郎（237)

骨J市合癒時＝於ケJv生化率的研究（第 3回報告〉 大 野 信（329)

[i'i＼定繍帯＝因Jレ四肢筋菱重縮＝閥スル賓験的研究 〈第 d回報告〕

演 良三（3G9)
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聞定繍帯＝因ル四肢筋筆縮＝閥スJt.-賢験的研究（第5回報告）

潰

牌臓別出量物ノ骨折治癒現象＝就キテ（第 1間報告）

術後室腸潰蕩ノ成因＝閥スル賓験的研究（第1回報告）

術後室腸潰場ノ成因＝閥スル賢験的研究（第2間報告〉

術後空腸潰蕩ノ成因＝開スル賓験的研究（第 3回報告〉

崎形性関節炎＝閲スル費験的研究（第 1回報告）

崎形性関節炎＝開スル賓験的研究（第2回報告）

中野

舟山

舟山

舟山

舟山

舟山

良三（405〕

岩吉（420)

鶴雄（433)

錨雄（439)

錨雄（451)

鶴雄（479)

錨雄（489)

牌別出動物＝於ケル血清内「カルシウム」含有量ノ消長ニ就イテ（第2報）

中野岩吉（523)

賓験的海狽結接＝及ボス（日光光悦、紫外松及ピ熱線）ノ影響＝就イテ

（第 1編）日光浴ノ：影響ニ就イテ 中野

日本人輸尿管ノ局所解剖寧z的研究＝就イテ 喜 多

大「ザフヱーナ」静脈師流部ノ稀有ナル異常＝就イテ 宣；名
'" ~ 

岩吉（540)

豪（558)

豪（568)

賓験的海察結核＝及ボス日光光線、紫外線及ピ熱線ノ影響＝就テ

（第2編）人工太陽燈光線ノ影響＝就テ 中野 岩吉（621〕

賓験的海狭結核＝及ポス日光光線、紫外線及ピ熱線ノ影響＝就テ

（第 3編〉電熱反射器光~;Jj~ノ影響＝就テ 中 野 岩 宵 （639)

国定繍帯＝因スル四肢筋軍縮＜VHスル「アドレナリン」、「アトロピン」．

「スコポラミンJ，「ダツラ」並＝「クラーレ」ノ影響＝就イテ

潰

同定繍帯＝悶ス ）J.,筋書整縮ニ封スル頭部交感神経ノ彫塑＝就イテ

積

臨床穂目次

謄道外科＝於ケJt.-qi向式的大網膜遺壁術＝就テ

放線ilX菌病ノ「レントヂン」線放射療法

際選外科＝於ケル術式的大網膜遁壁術＝就テ

本

町

木

荒

久

荒

良三（651)

良三＂（ 663)

千里（ 67) 

I賢次 (101)

千里（271)

廻育部購置術＝後殻セル「イレウス」例附吻合術式ノ改良＝就テ

（）蟻問 ー（298)
大野良碕
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腎結石（臨床講義） （ 磯 部 喜 右 衛 門 (303〕
山根 膏

願欄患者ノ血液水素「イオン j濃度及ピ共ノ酸中和能＝就テ

舟山鶴雄（571)

外科的疾患並＝其ノ手術＝於ケル血液水素「イオン」濃度及ピ共ノ酸中

和能＝就テ 舟山錨雄（575)

腰薦交感神経節切除術ノ侵入経路＝就テ余等ノ：後腹膜的腰薦交感神経節

切除術 ｛大津 達
~ (672) 

左右不同脈＝及ボス外科的治療ノ：影響＝就テ

腔骨ノ褒腫カ肉腫カ（臨床講義）

難録縄目次

l青柳安誠

（織田
制1 官官

E 徳
(682) 

信雄

磯部喜右衛門（702)

lO月抄讃舎演題…・・……………....・H ・....・H ・－…・・…....・H ・・・H ・H ・－…・…・・・……・（147)

11月抄讃舎演題…・・……・・…・・・……・…・・………・・・…・・…………・・……・・………… (147) 

伊藤先生ノ思ヒ出（非武美〉……H ・H ・H ・H ・－－－……－…......・H ・－－－………………...…（323)

故伊］臨隼三先生ノ追懐（革島彦一）…・…....・ H ・..........・ H ・－……・・…・……・……・・・（323)

1月抄讃合演題….......・ H ・－…………・・…・…・……...……………・・・………………..(323) 

第31回日本外科塵舎漫評其他…・・・……・…・……....・H ・－－…・・….....・H ・・…....・H ・・・・（505)

ーツノ論文ヲ書キ上グルマデ（村上徳治）…....・H ・...・H ・...・H ・・・・・・・H ・－・・・・…・ー…・・・（609)

潤逸圏内外科墜舎…・・….....・H ・－…・・…………・…・・…・・…・・・…....・H ・・・H ・H ・－－…－－ (609) 

烏潟教授通信....・H ・－－・…....・H ・－－……・…－－…......・H ・－……・・・…....・...…・・－…・・・（735)

部 llf!;位向ヰ科急援金 B~S. t.ε向他 ー～ーー - （~＆ 8) 
附 録 原 著 穂目次

下腿潰疹ノ治癒経過及ピ治癒機轄

附、感染創ノ一新療方針 藤 i！~ 修一（ 1 ) 

2¥-l&S開胸中筒、平堅開胸i/Ji］横隔膜開腹11府、平歴開胸開腹術叉ハ平！車問腹開

胸術＝ヨルtlii隔脱、前it隔賞、食道、噴門部等ノ手術＝就テ大 津 建（ 9 ) 

黄色葡萄；U、球菌ノ胸睦内感染＝釘スル同名菌生、煮雨琵疫元ノ局所治療

的乃至諜防的112別＝就テ 富田正来（44) 
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直腸股ノ手術的療法＝就テ 荒 木 千 里 c66) 

特稜性線臓謄管嚢腫＝就テ 市111 部 信－ 雄 c74) 

血禁中「フイプリノーグン」量ト赤血球沈降速度トノ関係

立立＝結按患者＝於ケル診断上ノ債値 前倒和三郎 c84) 
百漢定七郎

ijirj1経絡末ノ形態撃的研究

（第二報台） 市rl惟毒＝ヨル費化 橋本松之助 c95) 

中間人ノ骨及関節結核ノi統計的観察 橋本松之助（107)

骨折、治癒時＝於ケル生化皐的研究 （第三回報告）

盟化「カルシウム」溶液静脈内注射ノ骨折治癒現象＝及ボス影響（其ノ二）

家兎腫重毎lf;l.0%塩化「カルシウム」1容液0.3堵隔日反覆注射賓験

大 野 信（115)

骨折治癒時＝於ケル生化皐的研究 （第四回報告）

黄燐「オレーフ」泊溶液非経口的投奥ノ骨折治癒現象＝

及ボス影響 犬 野 信（147)

本邦入手腕関節「レントグン」解剖事ト其ノ臨床的意義 西 ~P-~ 車 (181)

腰髄廠醇ノ腸管運動＝及ボス影響＝就テノ賓験的研究

附．腸管肺痔時＝於ケル腰髄麻酔ノ治療的債億 岩 島 武 ーた (223) 

諸種濯腸及ピlC門刺戟ノノI、腸運動＝及ボス影響＝開スル

質店長的研究 山 本 明 治（278〕

臨床的見地＝於ケル胃壁動脈管ノ分布＝就テ

（第二報） 家兎ノ腎粘膜ノ血管系統ニ就テ 多 米 時 彦（306)

臨床的見地＝於ケル胃壁動脈管ノ分布＝就テ

（第三報〉 犬＝就テノ研究 多 米 時 芳（314)

連鎖J伏球菌葡萄丹k球菌混合「コクチヂン」軟骨恰擦＝ヨル

皮下組織ノ局所性自働琵疫
盛大 瀬署等男（330)

隈義朗

側迷入甲献腺癌ノ一例 田 口 正 表（351)

慢性織維性包裡性腹膜炎（糖皮腸〉＝就テ 藤 問
言（363)中 野

陳型「アメーパ」赤痢後＝殻セル腸壁肥厚，牧縮並＝

狭窄＝就テ 樽井雅四郎（375)

外傷後＝於ケル脳堅充進ノ療法 一上 仔i
寛貞 ごdムn (381) 長 井
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腸管運動検主主法就中固定硝子管挿入法＝就テ 矢 出 貝 薫（389)

所謂瓦斯腹膜炎＝就テ 育E 野 政 明（401)

十二指腸移動症＝就テ 事E‘旦 信 蔵（415)

胸骨化骨ノ「レントゲン」率的研究 呂 崎 松 言巴 (435) 

牛血摂寒子ヲ以テスル止血間維ナル制ノ止血 盛 調 書写男 （443)

不JM開胸術ノモト＝手術ヲ行ハレタル外傷性横隔膜

「ヘルュア」ノ臨1宋例 辻 村 秀 夫（456)

潜侵熱＝就テ 荒 木 千 里（469)

「スピロヘータ・パルリダ」＝感染セル家兎星雲丸＝

含有セラレタル「イムベヂン」ノ立誰 巽 馨（534)

「イムペヂン」ヲ産出スル生物ノ限界＝就テ 育 拶P 女，..＿『・ 誠（564)

腎血管ノ短時間結紫ガ腎臓＝及ボス影響＝就テノ賓験的研究

（第一回報告腎静脈ヲ結紫シタル場合〉 生官 江 瑞 1窓（581)

生瞳＝於ケJレ淋巴管ノ注入法ト共ノ外科的肱用 原 守 競（617)

甲；Ix腺化骨性繊維腫ノ一例 高 木 四 長E〔621〕

盆様霊ノ穿孔＝因スJレ念’性質？凡性

腹膜炎＝封スル手術＝就テ 四a 内 千 偲（624.)

念性腹膜炎療法ノ批判 吉益雄太郎（632)

急性重量様零灸＝封スル所謂早期手術ノ意義 副島藤四郎（662)

腹部聴診＝就テ 副島強四郎（665)

「アルコール」ノ泊、議力並＝共浪商法 う，Aー『． 山 俊 三（669)

植物性神経系統外科ノ過去ト将来 イヲ干 Ji~き 弘（675)

「イムペヂン」現象及ピ煮沸免疫元ノ研究 ‘~ 潟 陸 三 （688)

外科書息数寄ノ行歩＝就テ ι鳥 潟 隆 三（694)
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物名 索引（第七巻昭和五年〉

（勢原箸。臨康附．附録〉

A I 剛Fp絞腺移椴・・・・・ ・…－・ ・… ・・ … ・・ 316

アト’レナリン，悶定筋量努縮 ＝－ J<tスル影型1!'・・・・・・651・I 腹膜炎，

d令アルコー JL' 消毒…… ...… ・・‘…・・… e 附6G9I発

アヴーニルチ ン麻酔，チロキ シン調節・H ・H ・－・・ 497

B ｜七ー－

バリント氏現象，潰蕩疾患…………－－……..J36 I保

瓦斯.....・ H ・.....・ H ・.......・ H ・....712，附401

結核性，日光療法・...・H ・－……....・M ・.504

念性，治療法…… 附 624，附632，附662

慢性繊維性包裡性……………・・ 附 363
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